



































































一．＿＿＿＿＿＿一＿．一＿＿＿一＿一・一一一一一・　一1’I’…一■一皿’…」一 L山｛』’［’一一■’H」…］’一I一■』　I皿⊥I■＿L］」．山」 ，］　　’1　　■」　1」■ 参加者　ユ700人　35カ国
第4阿 i929パ　リ 6月19一一24；’1 6月エ9日は閥会式6月2柵は工1’二場見学
’、■川■■I ■凹一＾
王1）月1823日参加者700入18カ国第’5阿 一932アムステルダム フランス97人参加
｝一■＿＿一・¶■。占一＿一 ■■　■」1　’I　　一 　　　　　　　　　　　　■■L1」　山■．…．1」…止’ユー一」■’」I⊥■’　　■■」1■■皿’’’’■■■ 参加者　1800人　12カ国
策6岡 1935ロンドン　　　　　7月15一一20日 フランス　77入参加
㌔一… I一 参加者1500人
策7阿 1938ワシントン 9月19・一一・23口 フランス　13人参加




















































































































































































































































































































































ンガ 積まれたレンガ数 谷積 労働時閥
■　一　」　■■　」　■　　■　」　1　　■ ■」　　L　■　■　I　■　■　■
・レン 479個Om’82515ユ分
X55
…　一　⊥　■　■　■　■　一　〇　1　■ 」　■　■　■　■　　」　■　■ 皿　⊥　　■　一
　　　　　　数伽σ）レンガをu・一・プで排古、Lげることが一必要
7小山〃〃冊＾’皿　cω帖’㎜‘・’阯蜆U“虹　κ舳〃鐵’…“由1－d一眈〃　〃皿〃‘・阯』｛榊
　（1〕仕勢場の組織が合理的に編成されていないこと。レンガ職人は，白分の
身近に積んであるレンガに歩み寄る。自分の用具を検査する。レンガを接着す
る漆喰の到着をまつ間，レンガを手元に留めず元の場所に庚すなどの無駄な動
作をしてい糺これらの仕事の多くは，補助人足によって補佐されるべき仕事
といえよう。
　（2〕チーム繍成による影響。作薬チームの労働者の能力が均質でないのでよ
り有能な労働者は，自己より能力の劣る労働者の仕事が終わるのを待たねばな
らず，無駄な時間を生む。
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時聞測定カード
4時閥　　　測定讐1」u1帥1・h
実質時閲当り生産
レンガ　　立方m
190｛濁　　　　0mコ327
第4固科学的管理国際会説／1929隼、パリ）
作簑班：ch曲皿bo皿i・1甘　　作讐者名：時w
　ω　時間棚定中の作業以外の行動
　　　　　　（正常・異常）
より能力の劣る同側こより1胴繰り
返された作業の中断（異常〕　22分04秒
12回のロープの持ち上げ（正常）
　　　　　　　　　　　　　15分20秒
レンガ職人が砥石に接近し自己の
ハンマーを研ぐ（災常）　　　6分20秒
近くのレンガに接近（異常〕　5分22秒
休憩（正常）　　　　　　　　3分10秒
レンガ職人が遭具を探しに化璃準備
室へ行く（異常）　　　　　　ユ3分20秒
休憩（雌）　　　　4州秒
指示を束めて作譲場長事務所へ榊か
ける（興常）　　　　　　　　3分10秒
作業場長の指示を待つ（異常）4分50秒
レンガ職人が嬢の高さなどについて
の憎報を求める膿常〕　　　3分54秒
壁の高さの検査（正常）　　　2分00秒
蝶の洗浄（正常）　　　5分00秒
　　　　　　　　　　合喬†　88分54秒
である。跨悶棚宛されたレンガ収人は利1幕が早く・
”舳岬的脇1929．
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（4）実質口化産
レンガ　　並ニソjm
958個　　1m棚0
レンガ紙みが終oたあと毎同そのli司敏がレンガを郎伽するの
　（3〕殆んど同一の作業に対して．レンガ職人相互間にかなり大きな労働生産
自曽カの差が見られる。労働者の作業量を決めるのは上述（1〕の作業場の組織，／2）
のチーム編成とともに，労働者自体の労働能力である。
　以上のような最初の予傭的時間測定ののちル・クルーゾゥエ場では，即座に
｛1）作業場の改善と（2〕標準作業時閲決定のため，第1級労働者に対して，時閲測
定を実施した。まず第川点の作業場の改善については，レンガ職人に対して適
切な数の補助人足を算定し，補助人足が漆喰を準備し，レンガ職人の足場を
整傭することとなった。また．各作業場ごとにもっとも合理的な作業組織を考
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案することとした、、ギルブレス，テイラーの研究を参考としたが，ル・クルー
ゾゥ．l1場の独創的．l1火としては次の点をあげることができる。従来，溶鉱炉の
川f妖外建造のためには，レンガの表一軸に接着剤の漆喰を錐によって塗布し，
そのレンガを次々と械み．トげる方法をとっていたが，この方法の化産竹は低
かった。そこで強力な液状接・着剤を開発し，そこにレンガの表繭を浸すだけで
接析が十分作刷するノ∫法が考案された。この綿果1時間あたりのレンガ積み．L
げ徴が198個から310個と’人幅に璃加した。これは，労働過程に対する科学的方
法適州の成果であった。
　つぎに（2）実質小産竹がどのように決定されたかをみてみよう。ル・クルー
ゾゥl1場では，良好な人夫（honSmanOCuVreS）によって，補休される舳I『労
働析（ouvricrs　professiomels）のみを時閉洲定したので，決定された標準作薬
時閉は」1三常な1労働折（㎝Vrier　nOrmal）の達成しうる・労働量をホしており，こ
の数他が火質～堆高と賃金を決定することとなった。また，レンガの形態を標
準化したのは，企11111室（LcsburcalIxd’（tlldcs）であり，作菜の質を事後的に検
査したのは作・茱所長（Chef　de　Chanticr）である、」いかなる労働・粁も休憩時間な
しに8時閲労働し続けることはできない。そこで作莱の閑難さの度合に応じて
休触1時閉を企・労働時閉（8時舳の12．5％から20％の閥で割当てることとした。
　ルニクルーゾゥ11場の時舳貝一定の絡験から、作’茱チームを編成するにあたっ
ては，以下の2点が特に留意すべき点として示されている。第1一点は，同一の
作柴場に労働者を過疫に雇用し過ぎないこと。チーム内の労働者への作業遣具・
原材料をスムーズに供給することである。第2点は、できるだけ同一の能力を
持った’労働者からなるチームを編成するように注意することである。だがこの
チームに少しだけ能力の勝る労働新を1人人れておき，彼に作業のイニシャチ
プをとらせ，より高い附来高給を支給することは，他の労働者に対する刺激と
なる場含もあるといえよう。
　報皆書は，次のような緒論を述べている。ル。クルーゾゥ■場の経験による
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と，良質のレンガ職人には，標準作業量を達成するものが多く，彼らはそれに
応じたl1侠高給を得ていた。最高能力の労働者をモデルにしたのではなく，標
準一的労働者（OuVrier　nOrma1）を・撫鮮にして標準作薬量を設定したので，この
締果に対して会祉側は何ら後悔するところはない，と述べている。会刊：側は，
労働者の疲労を減少させ，刈三巌竹をLト舛させるため作＝柴場の合理的組織化を
計ったのであるが，出来高給を導人したことにより．この試みに対しては労働
者側からいかなる不平も発せられなかった。むしろ生産慨の上昇と報酬の増加
が縞合することの利点を彼らは理．解したようである。この’試みは，ル・クルー
ゾウl1場の合理、化の第1歩であったが，「観察，’方法論、忍耐をもって取り組
むならば，テイラー原理の適用は可能である」というのが会社側の締論であ
る回oコ。
　　（3〕第2部会・農業セクション
　第2部会の農柴セクションの討論については，ジュール・ゴチェ（Jules
Gaユltier）が以下のように総括している。当部会では3種の間題が検言寸された。
は1「農巣」1場」いわゆる「土地」の改良，12〕その他すべてのr家畜や機械など
の生産要素の改良」，13〕「会副・合理化」の3点であり，大農場におけると同様
小農場における実践が検討された。テーマ別にみるならば，農作榮の予測と統
制，農作薬手遭臭の改爵，分析的農薬会計手法、農民・家畜・機械労働の改善
などが注閂を策めた。本郷会では農業における科学的管理法の適用があらゆる
側伽から、議論され，国家，農業学・荷および農民に広く注意を喚起したのである／・
従って部会参加者の希望は、原価を節減しつつ，農業化産を合理的に増加させ・
人類の生存に必要な食料を補給し続けることに集約される閉㌧
　それではここで，ヨンヌ県（Y㎝ne）ヴォリュイザン農場経営（L’Exp1oita・
tion　do　VauIuisant）の労働力安定化政策と農場総合組織化に関する提出論文を
鵜介しよう。当諭文錦1部では，この農場が19I5年以降「農業労働の特殊な季
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節条件による不規則性を回避し，農業労働を州来るだけ．］1業労働に近づけるた
め」以下3点の政策を採用してきたことが，説明される。
　第1点は，ユヘクタール当りの生産性の増大である。土地生産竹増大のため，
耕作の専門化と耕作方法の多様化が工夫された。農作薬の努力をできるだけ少
数の作物に集中するため，甜菜，’大’麦，小麦，カラス変の耕作，牛，羊の牧畜
に農作業が専門化された。耕作方法・は1920年の10種から1927年には14種へと多
様化されたが，これを可能としたのは、トラクターや噴霧機の導人，馬耕係の
5名への増加，特殊作業の専門職人への潮当て，人量魔肥の利用などによる。
これらの努力によりヘクタール当りの穀物生産は，増加を記録した。
　第2点は，労働時間節減の努力である。1919年以降，特に1924年以降節減の
努力が積み重ねられてきたが，その結果，2－10月の6ケ月間が1日10時間労
働，l1一］月が9時間30分労働，6－8月が10時間30分労働となっていた。休
Hは，日曜も含めて年6111で，年労働日は304臼であった。給料は，月給制と
時閥給制であり，日給制は存在しなかった。また家族連れで，労働者住宅に入
牌している労働者に対しては，解躍には1ヶ月の予告期閥が必要とされた。本
論文によると農場の労働組織は第4表のとおりである。当表によれば，経営責
任者（農場資任者，農場管理人）が2名であり，この2名が，農場などで働く
8名の職人と，畑作業に従事する21名の農業労働者，合計29名を管理していれ
　第3点は，労働者の疲労をできるだけ回避するため，電カモーターの導人に
よる作業の自動化，エレベーター，トロッコの設置，作榮農地付近への労働者
住宅の建設などがI1夫された。
　報告書の第2部では，ファヨールのシェーマに従って，当農場の労働が機能
別に分析される。最初の〈技術的機能〉については．経営賛任者の機能が農場
賛任者と農場管理人との機能に区別され，棉亙に独立の命令系統を持つべきこ
とが主張される。次に＜商業的機能〉については，農場貰任者机穀物，甜菜・
資材を売買し，労働者を雇用して賃金を決定する。他方農場管理人は，前者の
　且丘且
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　　第4表　農場労働組織図
　農場’寅’任’者（農場作業〕
機械111　　　　　　1名
j璽転・’乎　　　　　　4
電気11　　　　　　　　カ
事大r　　　　　　　　”
蹄鉄．r　　　　　　　　ψ
レンガ職」r・犀非艮廉　　　ψ
ペンキユ：・洗浄」ニ　　　カ
園芸職人　　　　　　　”
　農場管理人（畑作’業）
電諮番・会1汁係　　　　1名1
膿一物符理人の■菱）
作1業班、見習い　　　　　　〃
．喝方　　　　　　5名
移動竹1榮’班、　　　　　8名
牛重司と奏　　　　　　　　2名
．拒重司と補伍｛イ量　　　　　　2名
、鴎T　　　　　　　1名
女召使　　　　　　　1名
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同意を得たのち家畜の売買を分棚する。く金融的機能〉・＜会計的機能〉・＜安全
機能〉はすべて農場賛征者の分担である。また最後の＜管理機能〉も・農場責
任者の手中にあり，彼が農場の組織と労働規員oを決定す糺く管理機能〉のな
かには，フアヨールの説くように，予測，組織化・調整・命令・統制がみられ
る。これらはすべて農場貰任者の機能ではあるが，統制については農場管理人
は，農場労働者の作薬の開始および終r時間1こ関する統制に責任を持つことと
なっていた。また，労働者に毎日作鮒11を，作業指図票で行うことは・作業
内容が多様であり，労働者の心理的抵抗がみられたので不可能であった。
当農場は効碓的な農作業のための機械・設備を所有していれこの農場の経
営方法とはr最少の損失時閉・努1！により最大の効糀をあげるために・最適
の物的手段により，一定の労働を実施する方法」であい叉鰍肥料散布機・
麦刈機，脱穀機、■作機，飼料用サイロ，タイプ・ライグなどの合理的利用
を前提としていたのである。
まとめとして，報告書は，この農場は季節的変動をのりこえ・農場労働者を
年陶を通じて約。。名に固定したこと，年閥1人当り労働時閲を3・040時剛こ制
堕するのに成功したことを強調している。また，全労働時閲の約半分が農場慶
内で，残りの約半分が畑での仕剃1分割されていた。労働者に対する賃金は全
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農場・経営維費の50％を山めており，労働時間の短縮は，将来の1口8時間労働
を〕ざしてなされたものである哩均。
　　（4）第3部会・商業セクション
　第3部会は，商業セクションである。ここでは，原材料の購人から最終製品
の販売にいたるまでの過程が考察の対象とされ，より具体的には，「市場研究」，
「合理的購買」，r餓気変動」，「小売莱」，「販売費及び人閥的要’素一販光員
　　」の各テーマごとに・轍告が行われた。
　総括報告新，ダニエル・セリュス（r）aniel　Serruys）によると．この部会で
は商業合理化に関するすべての問魑を検討できたわけではない。この部会で検
討した前述のテーマは，今後の研究の出発点となるものであった。従来科学的
管瑛法は，生産，特に」1業企業の閥心事であったが，合理化は流遁1自iでも実践
されなければならない。その意味では，策4回科学的管理国際会議で．商莱セ
クションが設置されたことは，流遁合塊化の今後の発展にとって重要な川来
事であった。また彼は，「フランス火産者連盟」（Conf色d色rationG6nξralede1a
Producti㎝FranCaise）が閉会式のバンケットを提供したことをとりあげ，こ
れは「フランスの大1に榮家たちが，科学的管理法を技術者だけの専門的間題と
はもはや考えず，維済発展と杜会正義の効率的手段と考え始めた証拠」だと指
摘している㈱。
　この部会に提出されたフランス関係論文には，科学的管理法の個別企業への
適用事例を取りあげた論文は1点もみられない。そこで流通過程合理化に関す
る皿’般的考察論文として、「合理的購買州幻（Achats　Rati㎝nels）と魑する
ぺ一パーを紹介してみよう。この論文は，見本にもとずく介理的購貿法
（Achatsrati㎝nelssur色chant川㎝s）とl1昧の購賞法を比較し，合理的購買法
が数多くの利点をもつのに、1920年代のフランスに広く普及していないのは何
故かという点を明らかにしようとする。まず購賞者を二つの類型に区分し，ノ
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般的購買方法を検討する。第1タイプの小購買者（家計）は，特に第1次大戦
後家庭必需品を購入するにあたり，商品の品質や耐用年限よりも価格を優一先的
に考慮する傾向を強めていた。また第2類．型の巨大購買者（公共団体，企柴）
も．購買決定にあたって価格を優先し品質を第2義的に’考えている。従って両
者ともに，合理的．科学的購賞というよりも感惰貿い（achat　de　s㎝timent）が
より…般的であった。
　そこで報告は，感情買いの三つのタイプを検討する。第1のタイプは，見本
を検討しながらも感惰買い（achat　sur台chantH1㎝s．de　s㎝timent）に走る場含
である。兇本を科学的に比較することなく，節約家はより安価な商品をまた浪
賛家は，最上価格の商品を選択する傾向をもつ。見本に対する科学的判断の欠
如である。第2のタイプは，見本の比較ののち，常により安価な爾晶を購入
（achats　au　moinsdisant）する場合である。この方法は比較される見本の他の
条件がすべて1司一一ならば．科学的である。だが，現実にそのようなことはあり
えないので、常により安個な方を選択するこの方法は適切とはいえないだろ㌔
報告では，この方式が、軍隊の小麦の購入，製靴用皮革の購入及びP・T・T・
の人札方式に採用されている実例が紹介される。箪3のタイプは・信踊購買
（achats　de　c㎝伺an㏄）である。この方法は，何ら兇本を検討することなく、売
り手の人格や過去の収引実績などから，売り手を金面的に信頼して，その提供
する商品を鱗賢する場合である。
　合理的購買方法が普及しない理曲が次に検討される。もっとも重要な理曲は・
陶品の効用が，価格などのようにわかりやすいかたちで商品に明示されていな
いことである。従って商品の効踊を経験的方法と分析的方法とによって明らか
にすべきである。経験的方法とは，商品を利用した経験にもとづき・例えばア
メリカのタイヤに対して耐用キロメートルが明示されているような場合である。
分析的方法とは，商品の成分を商品分析所などで分析し・その縞果を数値で表
示することである。合理的購賢方法の普及は、工柴佐産の無駄を排除する点で・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　447
　l16　　　　　　　　　　　　　　　　　　与ユ荊肩目ヨ繭…弓圭舅高355・356合値咋岩1
工業の合理化にも関係する。従って当都会では，「科学的管理運動に関心をも
つすべての団体が，原材料及び製品の効用の棉対的測定問題に関心をもつべき
である」との勧告を採択している蜘。
　　（5）第4部会・管理セクション
　第4部会は，管理間題にあてられ，一般的管理，事務労働、管理活動におけ
る規格化，行政と会計についての報告が提出された。ドゥ・ラヴェルニュ（De
Lavergne）の総括によると，第1日目には，管理の問題，特に企業管理方法を
検討し，管理者の機能を定義した。2日目には，事務労働の組織化や管理活動
における機能化について報告がなされ，最終日には行政と会計の間題が議論さ
れ，政府機関における合理的会計原則の検討がなされた佗田。
　ここでは，海軍］二廠の主任技師ラモシュ（Lamouche）によって提出された
「組織原理と高級行政」と題する論文を紹介しておこう。ラモシュは，労働と
産業の合理的組織の総ての形態は，統一性と単純性からなり，ここから分権化
の原則（Principe　de　divisi㎝）と集権化の原則（Principe　de　c㎝㏄ntrati㎝）が派
生すると考える。従って技術者にとって，「テイラー推奨の科学的モデルに従
って組織化された］二場」（m　atelier　organise　sur　le　modさl　sci㎝tiHquc　preconis台
par　Tayl・r）とは，「各構成要素が，自己のリズムを全く正確に全体のリズム
に適合させるところの，完全な継続性をもった，真の協力体」なのである。こ
のような原則が，海軍の組織にどのように適用されているのかを検証したのが
ラモシュ論文である。コルベール時代の海軍管理組織から説きおこしたラ毛
シュは・1920年代の海軍組織改編の政令（1900年8月25日，1927年4月4日，
1928年3月22日）を分析して，海軍の管理組織が分権化と集権化とを調和させ
つつ合理的再繍成を達成してきたと指摘する。というのは，多様化し日進月歩を
示す技術を使いこなすためにはきめ細かな分権化が，原価切下げのため大貴生
産方式を導入すべきだという経済的要求に対しては，集権化が導入されなけれ
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ばならないからである。その緒果，1920年代には，新船建一造，船舶修理，蒸気
機関の3部で、同一種．類の．’T1場合併事例が増加した。海軍工廠の金分野でもっ
とも合理的な組織方法（des　m舳odes　les　plus　modernes　d’orga皿isation）が適開
された。その成果には目を見張るものがあった。例えばブレストで建・造された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1最新の軍艦の板金処理労働者の賃金は・第1次大戦勃発時と比較して丁にま
で節滅されたのである。
　ラモシュによれば，二I二場の・集中（c㎝centrati㎝de　l’usine）．労働者の専門化
（sP色cialisation　de　la　main－doeuwes）及び材料・道具の標準化（standardisati㎝
du㎜at6rie1et　deゼoutillage）という労働の近代的組織の三つの傾向が生まれた
のは，大砲製造工場や海箪二［場においてであった。海軍は，当初は無意識のう
ちに，後に意識的に．その組織を進展させるなかで，合理的かつ科学的組織化
の原則を適用してきた。意識せずに，科学的管理法を適用してきたのも無論望
ましいことである。だが，自己の実施することを意識して行ない，何故そうす
るのか，その理由を知って実行することはもっとも望ましいことだというのが
その緒論である㈱。
　　｛6）第5部会・象政セクション
　菊5部会は，家政についてである。ここでは最初に一般的方法についての報
告が行われ，ついで家政教育、合理的食糧調達，塵芥処理・家庭機器・家計お
よぴ家庭と都市環境についての報告が行われた。当部会の報皆者は・その大部
分が女性である。ベルネージュ（Bemさ9e）女史の総括によると・会場には平
均して15カ国から80名の参加者がみられ，男性参加者の多い他会場に勝るとも
劣らない熱、じ、かつ真剣な討論が行われた。
　同女史によれば，家庭は家族成員の避難所であり・休息所であり・アイデン
ティティと愛惰確認の場所であるが，1920年代においては・よりいっそう消費
の場所となりつつあり，生産の場所としての側面が薄れつつあっれ夫が1臼
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の仕事を終え，帰宅したとき，そこに平穏と楽しみを見いだすならば，それは
彼の一妻や家事労働者が劣悪な労働条件下で苦労した成果であることを忘れては
ならない。600万人をこえる．主婦が従事している家事労働はひとつの職業とみ
なすべきである。フランスでは，他のどの文明国以上に女性が杜会的労働に従
事しており，これらの女性にとって家事労働の負担は大きい。男桝が，工1場や
寮務所での合理的組織化を考えるならば，家庭労働をも合理化すべきである。
このようにして，家庭および家事労働の合理的組織化は，偉大な人間的価値．
一家族全員の健康，女性．の美しさ，家族の’調和一の維持に貢献するであろ
う。以上がベルネージュの総括である個司。
　ベルネージュは，家庭雑誌，モン・シェ・モア（M㎝Chez　Moi）の編集主幹
であり，彼女自身家事労働の原価計算を提唱する論文を提出している。以’下そ
れを紹介してみよう。家事労働の原価を正確に算出することは，それに従事す
る妻にとっては，無論のこと，配偶者の夫にとっても，家族にとっても，また
国民経済全体にとっても有益だと考えるベルネージュは，家事労働の原価を次
の要素に分解する。即ち，食料品，医療，燃料などからなる原材料費，照明費，
暖房費などの…般経費，台所用其などの原価償却費，調理などの失敗による出
費およぴ主婦労働に対する出費である。そして彼女は，洗濯物（毛布2枚，布
巾3枚，バス・タオル3枚，ハンカチ12枚）が，次の3個所でどのように原個i
を異にしているかを計算した。
　第1にはパリ11区のあるクリーニング屡にこの洗濯を依頼したところ，13フ
ラン40サンチームの代金を要求された。第2に，自己の家庭内で洗濯した場合
を計算してみると，水やガスなどの原材料費が2．25，洗濯機の減価償却費が
2・80・…般縫費4，65，家事奏公人労賃7の各フランとなる。この場合労賃は，
当時の家事労働者の賃金相場が1時間当り3．5フランであり，洗濯活動を2時
問として計算しれ従って，家事奏公人へ支払うこの労賃7フランをも含むと・
家庭内の洗濯は16．7フラン，それを除外すると9．7フランの原価となる。第3
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には，南胸部の農村に洗濯物を送り，洗濯機を使わず手作業で洗濯を行った場
合、24フラン75サンチームが必要となる。この場合労賃を除くと8．75フランと
なる。この縞果，農村へ洗濯物を送って，洗濯を依頼することは，閉費を増加
させるし，パリ市内においては、家庭内よりもクリーニング爆に洗濯を依頼し
た方が，コスト的には利点が大きいことがわかる。
　だが、家．事奉公人に洗濯をまかせずに、主婦自身が家庭内で洗濯労働に従事
する場合には判断が複雑となる。家事奉公人に7フラン支払うかわりに主婦が
仕事をすると洗濯の順伽は，16．7フランのかわりに9．7フランとなる。これは
クリーニン列べに外注する場合と比べ7フランの節約である。従って間題は主
婦が自己の2時間の洗濯労働が7フランに計算されることをどう考えるかによ
るであろう亡、ある主婦は，自己の労働時間が価倣を持つなどとは考えないだろ
うし，また子供や病人を抱える圭婦は．7フランを節約するよ子）も，2時間を
他の労働に充てた方がはるかに貴霜と考える。また他の主婦は，家庭外で働く
ことにより，自己の洗濯労働の10倍20倍の報酬を得ることができると考えるで
あろう。よって判断は．各個人の価値観によるが、その判断の材料として，家
事労働の原価計箆が必要とされる。さらに人々は各家庭内部で，単に慣習とし
て続けられているにすぎない労働を再検討する必要がある。かってはパンは，
各家庭で焼かれていたが，今やパン摩で販売されている。暖房も照明もかって
は家庭ごとでなされていたものが、いまや集団的に設置されることによりコス
トの節滅がなされるようになった。これはまちがいなく，家事労働のなかにも
科学的管理法の法則が適用されてきたことを示している。ベルネージュは以上
の趣旨の論文を捷出したのである㈱。
　｛7）第6部会・教育セクション
第6部会は，科学的管理法の教育および全般的間題についての部会であ㌫
ここでは，科学的管理法の教育，一般的教育制度，知的労働の科学的組織・労
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働関係組織化の一般的方法，人間的要素及び科学的管’理推進機関のサブ・セク
ションが設置された。この部会の責任者ヴィルボワ（Wilbois）は，以下のよう
に総括している。科学的管理法が効率的に適用されるためには，その知識と実
践方法が祉会的に広く伝播しなければならない。そのためには商」1業の職＝業学
校のみならず一公立の初等教育機関で科学的管理法についての教育を施さなけ
ればならない。だが，このような教育は，現実には殆ど行われておらず．教育
の努力は分散的，孤立的なものである。そこで，この部会の参加者は，科学的
管理法の教育に責任をもつ，国家と経営者団体に対して，同法に関する教育政
策を確立するようにとの要望を全会…致で採択した〔醐。
　科学的管理法の研究および教育の1手段として，フィルムの活用に関する提
言が，ジャン・クトロゥ（Jean　Coutrot）によってなされている。その論文を
紹介してみよう。クトロゥは，フィルムを科学的管理法の普及のため利用する
場合の利点を以下5点にわたり列挙する。第1点は，フィルムは通常娯楽と考
えられており，労働者も自発的にその鑑賞におもむくこと，第2点は暗室のな
かの鑑賞者は，スクリーンに注意力や集中力をむけることである。第3点は，
人々にとって言葉よりは，映像のほうがはるかに理解しやすいことであり第4
点としては，フィルムは固定静止した映像を違続映写することにより，作業の
リズムや強度を最適な形で提示できることである。最後の第5点は，記憶を一
定期闘ののち想起する場合，映像による記憶の想起が，他の手段によるものよ
りはるかに容易なことである。以上の5点から，映像が，科学的管理法を普及
させるのに最適の手段と考えられていたが，現実には殆ど用いられていなかっ
た。
　クトロゥは，フィルムを以下三つの手段として，よりいっそう活用する必要
性を強調している。まず第1点は，フィルムは科学的管理法の研究，特に動作
研究にとって必要不可欠である。労働者の複雑で急速な作業動作を正確に言己録
し・無益な動作を排除するためには，フィルムの助けが不可欠である。第2点
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は，科学的管理法を労働者に対する教育手段として活用する必要怜である。科
学的管理法は，抽象的原理を現実の作業に適用することに存するが，その原理
を言誘で説明しただけでは不十分である。映像により理解されることの効果は
大きい。簾3には，宣伝手段としてのフィルムの重要惟である。祉会…般に対
して，広く科学的管理法の適用を訴えていくためフィルムは最良の手段といえ
よう。以．ヒのように，当時活用されることのなかったフィルムの重要性．を指摘
したのち，クトロゥの論文の巻末には，科学的管理法フィルムの1作成例とし
て、シト1コエンエ場での同法適用フィルムのシナリオが収録されているヨ鋤。
（三）会議の成・果
　第4回科学的管理国際会議の成果については，偵1接的成果と間接的成果との
両面から考察することが可能である。直接的成果としては，フランスを代表す
る鋳鉄管メーカー，ポン・タ・ムソン（P㎝t－A－Mouss㎝）社の事例との関わ
りを，間接的成果としては国立丁芸学院での科学的管理法講座の開設問題を取
り．止げてみよう。
　　（1）ポン・タ・ムソン社の■例
　フランスを代表する鋳鉄管メーカー，ポンニタ・ムソン社の第4回科学的管
理国際会議との関わりを示す1史料が，現在のサン・ゴバン・ポン・タ・ムソ
ン祉の企業史料館に保存されている個山。この史料は、ポン・タニムソン社の所
有経賞者カミーユ・カヴァリェ（CamilleCavalher）の後を襲い経営の実権を
握った，マルセル・ポール（MarcelPaul）から，カミーユ・カヴァリェの弟で
ユ1場中央管理部長であったアンリ・カヴァリェ（HenriCav州er）に向けた公
用簑による祉内連絡文書である幽。日付は1929年6月30日であり・第4回科学
的管理国際会識終了後1週聞以内に杳かれたものであ㌫
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　科学的管理国際会議に州席したわが社のコラ（Colas）とディディエ
（1）idier）両氏は，そこで興味深い事物について見聞を広め、多くのアイ
ディアや報告論文をわが杜に持ち帰ったと思われる。勿論，これらのものの
なかには，採用すべきものも，採用すべきでないものもある。だがご承知の
ように，いまやわがポン・タ・ムソン祉には，非常によく組織されたテイ
ラ．局（Bureau　Taylor）が設置されている。このテイラー局が，コラ氏の持
ち帰った少なくとも2kgにおよぶ撒告論文集を分析することが，私の希望で
ある。テイラー局は間違いなく，これらの曹類のなかから，われわれが当社
の利益のために応用できるようないくつかのアイディァを兇いだすであろう。
　この文章のなかから，ポン・タニムソン社には，この時点までに，テイラー
局が設置されていたこと，第4回科学的管理国際会議に2人の代表者を送り惰
報収集に努めていたこと，また，報沓論文をすべて分析し適用の可能性を探っ
ていたことなどがあきらかとなる。フランス企榮は，第4回科学的管理国際会
議を単なる儀式としてとらえるのではなく，切実な実践的知識交換の場と考え
ていたといえよう。
　　（2）国立工芸学院での科学的管理法講座開講
　第4回科学的管理国際会議の会場となった国立1に芸学院では，会議の開催さ
れた1929年に科学的管理法についての講座が正式に設置された。すでに1929年
以前の時点においては，科学的管理法の講座は，パリ高等商榮学校（Eco1e　des
HautesEtude・Comme・cial・s）やパリ商業会議所の女二戸高等商榮教育学校
（Eco1ede　HautEnseignem㎝tCommercial　Pour　les」eunes　FHles）などに設置さ
れていたが，国立の代表的な技術系高等教育機関で，科学的管理法の講座が閉
講されたことの意義は大きい。第4回科学的管理国際会議の間接的成果と考え
てよいであろう。
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　国立］1芸学院の史料館には，1929年の科学的管理法講座開講に関する史料が
保存されている。1929年6月ユ3日付の国立工芸学院学長から，披術・葵術教育
担当国務次官にあてた書簡の控えによると、1928年12月30日の議会で予算措置
が認められたのを受けて，国立」1一芸学院の理事長が1929年6月13日の会議にお
いて，科学的管理法講座の開講計繭を全会一致で採択したことが明らかになる、、
そして理寮会は．同年秋の新学期から授業を開始するため，担当教授の公募通
知をフランス共和国官報に掲載するよう依頼している㈹。
　担当教授候補者の蕎類〆切日は，7月2日と決定し，同日までに4名の応募
者から履歴書が国立工芸学院によせられた。国立］二芸学院の作製した書類，本
人の提出した履歴書及び添付されていた推薦状などにより4人の候補者につい
て紹介してみよう。候補者リストの最初にあげられているのは，ルイ・ダン
ティ・ラフランス（Louis　Danty・Lafran㏄）である。彼は1884年にパリに生まれ，
法学士の学位を取得したのち，llI1芸・製造披師（1㎎ξnieurdesArtset
Mamfactures）として実践的活動を開始し，1916年から19年にかけてサン・テ
テイェンヌ国立武器製遼所（Ma㎜facture　Nati㎝ale　d’Armes　de　Saint－Etie㎜e）
中央工場の製造部長を努めた。またユ919年から28年にかけては，ランディエ場
（Usine　du　Landy）の副］二場長の職に，〕928年以降は，プレーン・サン・ドニ
（Plaine・Saint，Denis）に立地するコルニョン・ガスエ場（Usi皿e自Ga2du
Comill㎝）の111場長の職にあった。教歴としては，1925年以降・ユニ芸・製造申
央学校（Ecole　Centrale　des　Arts　et　Manufactures）において，工場組織化法
（0「9anisati㎝des　Usines）について講義を行っており．賃金論に関する著書や
二［場組織化に関する多数の論文を発表していれ
　第2の候補者は、ジャツク・ルイ0acquesLouis）である。彼は1878年9月
6日，ヴァンセンヌで生まれ，1899年にエコール・ポリテクニック（Ecole
polytechniq、、）を卒業し，電気披師（1㎎帥ieurE1ectricien）として・武器製造
二〔業会社（Soci搬1ndustriened・Armement），カンパニー・ゼネラル’エレク
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トリック祉（C・G6nξrale　Electrique）などで■T1場長などの要職についていた。
教歴については、航空機製造学校他cole　Sup色ri㎝re　d’A6r㎝autique）で丁場組
織化について講義を担当しており，またフランス科学的管理全国協会（C．N．
O．F．）の事・務局長（S台cr台taire　Genξra1）をもつとめていた。同協会会長の推薦
状は，rジャック・ルイ氏は，すべての、点で最．上の条件を備えており，協会理
一事会は，企輿一致で熱烈に同氏の撚薦を支持する」と述べている馴。
　錦3の候補者は，ガストン・ラヴィス（Gast㎝Ravisse）である。G・ラ
ヴィスは，1877年5月15日カレー（Calais）に生まれた。法学博士の学位をも
つ彼は，科学的管理法に関する知識の啓蒙活動に従一事した。1909年にフランス
で最初の商・丁薬の合理的組織化に関する定期刊行雑誌『モン’ビューロー』
（Mon　Bureau）を創干1」した。彼の提出した履歴書は，r1909年に，この問題に
関する一一冊の著作も刊行されず，テイラーの研究も殆んどフランスに知られて
いなかったとき，私は，『モンービューロー』と呼ぶ管理，労働，組織の実践
的方法を研究するフランス最初の定期刊行物の発行を軌遭に乗せた。雑誌のこ
のタイトルそのものが，当時のフランスでは，企柴の作業準備とその統制の重
要性をアッピールする意図をもっていた。串運にもこの雑誌が，今日使われて
いる紺織（OrganiSati㎝）という用諦を普及させるのに成功したのである。創刊
以来私は，編集主幹として科学的組織（Org邊niSati㎝SCienti丘que）について数
多くの研究を発表してきた」とするラヴィスの主張を記録している㈱。
　ラヴィスは1924年に披術教育学校（Ecolenormalede1．Enseignement
Technique）で組織化（organisati㎝）についての最初の講義を行い，その後同
■［1の講義を1926，27年に植民地技術研究所（Institut　Tec㎞ique　Col㎝ial）で披
露している。また欝書としては，『近代ビューロー』（Le　Bureau　Moder皿），
『分類の科学』（LaScienceduαassement），r企業のサーピス』（LesSe「vices
de1’Entreprise）があげられている。履歴書によると彼のその他の活動は，業
界団体の幹事役的な仕事である。例えば，1910年から1928年にかけて開催され
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た事務労働の披術と組織化に関する展覧会（Les　Expositions　d．Orga皿isati㎝et
deTechniqueduTrav副ildeBureau）の委員長（CommissaireG6n色ral）をつと
めたり，商業組織化薬界団体（Chambre　Sy皿didcale　de　L’Organisati㎝
C㎝merciale）の事務局長に就任したりしている。この団体は，その会一長名で
推薦状を作成し，彼が長期にわたり事務局長として貢献したこと，科学的組織
についての最初の雑誌，rモン・ビューロー』を創刊したことなどから．彼こ
そが，「我々の考えるところでは，この間魑を有’効に取扱い，巧みに実践する
もっとも適切な人材である。わが団体は，新講座の担当者にラヴィス氏が任命
されることが．組織化の方法の前進と革新にとって望ましいと考える」と述べ
ている㈱。ラヴィスは，履歴書とともに『モン・ビューローに掲載した組織
化酬練学校（Ecole　d・ApPrentissage　dlOrganisation）の設立提案書を国立］1芸学
院へ提舳している㈱。そこには講義案も付されているが，それによるとラヴィ
スの関心は丁場労働の組織化というよりはむしろ，オフィスを中心とした事務
労働の組織化におかれていたといえよう。ラヴイスは履歴書の最後の部分で・
「私は数日前まで、国立11二芸学院で開催された，第4回科学的管理国際会議の
参考資料部門の貰任者として資料陳列に尽力していた」と述べている‘へこの
ことからも，第4回科学的管理国際会議の開催は，関係者の間に重要な意義を
もっていたと考えることが出来よう。
　第4の候補者は，高等社会科学校（Ecole　des　Hautes　Etudes　Sociales）の教授
アンリ・フロサール（H、、、i　Frossard）であったが，彼は資格審査で失格とな
り，最終選考は，．ヒ記3名に対して行われた。国立工芸学院の教授会の投票の
結果，新規開講の科学的管理法の担当教授として，ダンテイニラフランスが圧
倒的な支持を集めて選出され，次点はジャック・ルイであった。
（3）ダンテイ・ラフランスの記義銀
ダンティ、ラフランスの記念すべき開講講義は，1930年1月71ヨに行われれ
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この■講義の要旨は，国立■芸学院校友会雑誌（Revue　de　la　Sociεt色des　Anciens
Eleves＆1㎎ξniellrs　du　C．N．A．M．）に収録されている㈹。科学的管理法とは何
か，を解説するにあたり，ダンティ・ラフランスは，古代エジプトのファラオ
の地下墳・墓で働く奴隷労働者のレンガ積み労働を取り．．ヒげている。この奴隷労
働新が，レンガを手に取り，漆喰を塗って，レンガ積みをする当時の作業動作
を解説したのち，ダンティニラフランスは，テイラーやギルブレスの目からみ
たら無駄と思われる作薬を排除し．より合理的な動作を受講！kに示すのである。
　彼によると科学的管理法とは．観察に観察を重ねて，作業動作の従来の方法
を体系的に批判することから生まれる。従って．その発展のためには川事実の
批判的観察という精神態度が必要であり，12〕その手段としては思想がそして，
13〕その行動原理として良識（Le　bon　sens）が婆求される。（1嘩実の批判的観察
は科学的管理法にとってのみならず，あらゆる科学的方法論の捲礎にあるもの
である。クロード・ベルナール．デカルトの哲学方法論はこのことを示してお
り，テイラーの場合もこれは1司様であった。テイラーは，その弟子たちに常に・
「事実の観察から舳発せよ」と教えていたことを忘れてはならない。（2）人閥頭
脳の豊かな成果である思想もまた，科学的管理法のみならず，すべての科学に
とって進歩の条件である。我々は，機械や労働者の生産推のみならず，順脳の
小巌竹をも考慮しなければならない。蜘悩の考案した良質なシステムは、10台
の機微、100人の労働者に四敵するのである。組織化とは，効帯推を追求する
科学なので，思想そのものも集約的で完令でありかつ体系的利用に適したもの
でなければならない。さらに寛要なことは、思想やアイディァをいだくのみな
らず，それを実践しようとする態度なのである。／3曝後に良識こそが我々の仕
勢の案内役となる。良識と共j雌u識（leSビnSC（、mm㎜〕とを混同してはならな
い。科学的管斑法の適閉にあた年）批判的観察が必婁とされるが，この批判精神
は良識と結合することによりはじめて健全に作用する。良織こそが．生産批向
上の研究を導き，あらゆる形態の無駄を排除し，最少時間で最大の佳産性をあ
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げるのに質献するものなのである。科学的管理法の適用について以上3点を指
摘したのち彼は，以下のような定義を与えている。「科学的管理法とは，最良
の労働条件下で最少の努カと最’大の賃．金によって，人々の閥にもっとも広範に
分配しうるような窟の化産を違成する技術（art）である」㈹と。
　最後に彼は，科学的管理．法の歴史から始まる年閥講義プランを受講坐に提示
する。そして当時パリ商業会議所がその付属教育機関ヘハーバード人学から導
人を決定していたケース・メソッド（la　m舳ode　des　cas）による教授法の活用
にも触れて開溝講義を終えている。
　ところで、ダンティ・ラフランスの講義録はいまも国立一1芸学院の図曹館に
保管されている。雅者が閲覧し複写することができたのは．第1部（1939年
版）｛仙，策2部（1936年版）“割，の2分冊からなる講義録である。講義録の分析
や詳細な内容繍介は，別稿の．深題としたいので，ここでは講義プランのみを確
認しておきたい。溝義は1年40講義で，2年継続で完締のかたちをとっている・
築1分附は，．ゼ場労働の組織化を扱ったものであり，以下の各章からな㍍赦
初におかれているのは導人であり，溝義の目的が，開講講義での科学的管理法
の定義を説明するかたちで述べられている。璃1章は，歴史にあてられ・テイ
ラーやファヨールなどの理論の発展史および合理化，標準化などの実態の歴史
の簡者が検討される。第2章は総論であり，ここでは科学的管理法の標理と実
賎的力法についての説明がなされている。即ち，原理，方法・適具・統計が講
述される。ついで企榮の一…般的組織，討醐と機能分類が第3章で・従業員間趣
が第4堆で収り扱われる。鶏4牽では，従柴負の採〃1，補充・微薬訓練・賃金
などの閥魑机人閥的要索という表理のもとで検討されている。続く第5章は・
迭産の科学的組織化である。課薬雌備，討閥案，時閲測定・管理労働の準備な
どの項膚がこの第5牽で扱われている。ついで第6章は・課業の実施・繁7章
か統制にあてられる、、製造、”、の堆務的．脇質管理，試作実験所の2点が第7＝率の
内容である。そして第8＝章が．．11場労働の組織であり・大量化産工軌流れ作
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業’方式，ブドー賃金制度（Le　Systeme　Bedaux）があげられ，最後の第9章が，
科学的管理法を適用したフランス企業の事例研究となっている㈹。
　以上雛1分冊．では，」1場労働の科学的管理間題が中心テーマであったのに対
し，第2分佃｝では考察対象が経営管理全体へと広がりをみせている。即ち，第
2分冊の第1章は第1分冊のまとめにあてられており，第2．章から企業の一般
的管理問題の検討を始めている。ここでは，企業の機能が製造，販充，金融・
会計、管理の各要素に分類して列挙されたのち主としてlr場管理問・魑が検討さ
れ㍍続く第3章では，商業組織化が検討され，原材料の購入，補完，製品の
販売が’論じられる。さらに，第4章では，企1柴の経済的組織化と会計が，第5
章では企業財務閥題が取り扱われている。次の第6章では，企業の綴営管理間
題が扱われており，ここではファヨール理論にもとづき管理機能の分類がなさ
れてい乱最後の第7章は，第1分冊の最終章と1司様にケースの分析にあてら
れ，農，’1l，商業企業への科学的管理法適用事例が提示されるのである“仙。
　以上みてきたように，ダンティ・ラフランスの講義プランは，テイラーによ
る現場労働者の管理理論から出発して，製造業以外の企業の機能性をも論じ，
最終的にはファヨール理論を援用してトップ・マネジメントの機能分析にまで
いたる体系からなっている。彼の講義が，単なる労務管理論の範開をこえて，
このような展望を帯びていたことは，きわめて興味深いところであるが，その
内容を分析し，意義を論ずることは，別稿の課題としよう。
おわりに
　以上我々は，本稿において，1929年パリで開催された第4回科学的管理国際
会議をめぐる考察を展開してきた。1920年代後半から1930年代前半にかけては・
科学的管理普及運動が最も国際的な広がりを見せた時期であったが，本稿で考
察した第4回大会もその例外ではなかった。
　本稿の（’）組織と運営において見てきたように，第4回大会開催のためには・
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フランス政府から補助金が与えられたのみならず，民間諾団体の全’面的協力に
より．官民協力体制のもとで大会が成功裡に開催されたのである。会場での資
料展示や科学的管理法に関するフィルムの．止映など，会議の運営そのものが科
学的に組織されていた。また開会式や閉会式での各界指導者の発詩からも，科
学的管理法の導入が，民閥企柴の間魑のみならず．より広範な国民運動的広が
りを帯びていたことを理解することができる。
　｛二）部会討論と提出論文においては，設置された6部会での討論の総括と各部
会ごとのフランスに関する報告が紹介されたのである。工薬部会のみならず農
業や商業部会でも科学的管理法の導入努カが行われていたことがあきらとなっ
た。さらに海軍などの軍事組織や家政部門また科学的管理法の教育部門におけ
る捷出論文の紹介もここでは試みられた。これらの論文を理解することによっ
て我々は，1929年時点でのフランス社会各界の科学的管理法に対する基本的態
度を知ることができた。科学的管理法の適用は，工業部門を先頭にフランス社
会のあらゆる分野で試みられていたのである。
　それではこの（三）会議の成果はどうだったのであろうか。ポン・タ・ムソン社
の事例が示すように，フランスの製造企業は，この大会の報告論文から実践的
知識を吸収しようとしていた。従って第4回科学的管理国際会議は・科学的管
理法に関する惰報を国際的に普及させる重要な役割を担ったといえよう。また・
国立工芸学院での科学的管理法講座開設も第4回科学的管理国際会議の間接的
成果と考えることが出来る。本会議の開催は，フランスにおける科学的管理法
の発展にとって決定的な重要性を与えたのである。
　以上本稿において我々は，上野陽…によってr参加者は学習よりも観光見物
に励んでいた」と不適切な評価を与えられていた第4回科学的管理国際会議の
もつ深さと広がりの一一端を明らかにしえたと考えることができよう＝4㌔
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